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集団的自衛権行使容認あくまで 
明日の密室与党協議で「修正閣議決定案」 
矛盾承知で「月内合意」、「7 月 1 日閣議決定」へ 

自民党は、安倍首相の 7 月 5 日からのオーストラリアなどへの外国旅行の前に、集団

的自衛権行使容認の閣議決定に持ち込もうとしています。また公明党執行部も 7 月 5 日

の同党の全国会議までに容認の結論をだそうとしています。 

姑息、姑息─ 

こうしたなか、今週中の「合意」、「7 月 1 日（火）閣議決定」が大きく報道されてい

ます。そのためには国連決議による多国籍軍への参加・武力行使問題は「修正閣議決定

案」には書き込まず、先送りするという「姑息な手」など、ごまかしも策されています。 

 

世論調査 
「行使容認反対」「解釈変更反対」が圧倒的
多数 「限定は容認拡大」と批判増大 
内閣支持率が最低に             
 昨日から今日にかけて発表された世論調査では、「集団的自衛権行使容認反対」、「解釈

で容認することに反対」が圧倒的多数となっています。 

 また朝日新聞の調査では、安倍内閣の支持率が 43％（不支持率 33％）となり、政権

誕生以後最低を記録しました。昨年末の秘密保護法成立時点の支持率（46％）をも下回

る結果です。 

 

              賛成％ 反対％ 

集団的自衛権自衛権行使容認 43.8  48.2 （①日本世論調査会 6/14、15 実施） 

              28   56  （②「朝日」6/21、22 実施） 

              29.6  55.4 （③共同通信 6/21、22 実施） 
 

解釈変更で行使容認     32.2  58.4 （①） 

              17   67  （②） 

              29.6  57.7 （③） 

 

集団的自衛権行使容認の議論は十分か（②） 

              十分％ 不十分％ 

                9   76 
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集団的自衛権行使容認の自公の合意について（①） 

     秋の臨時国会前までに結論を 14.3％   

     秋にこだわらず議論を続ける 78.8 

 

集団的自衛権行使の容認の限定について（③） 

限定での容認で範囲は広がらない 28.0％ 

行使容認の範囲は広がる     62.1％ 

 

憲法改正と 9 条改正（①） 

            必要％ 不必要％ 

憲法改正   55.9  38.1（断定と「どちらかといえば」の合計） 

憲法９条改正 35.1  59.9 

 

密室協議、閣議決定許さない！！ 
連日の行動を呼びかけ 
 憲法会議が参加する「解釈で憲法 9 条を壊すな！実行委員会」は、密室で続けられて

いる与党協議や閣議が行われる日程をにらみ、下記のような「与党協議監視、閣議決定

許すな！首相官邸前行動」を行ないます。 

  

６月２３日（月）１９時～２０時 

   ２７日（金） ９時３０分～１０時３０分 

 ７月 ３日（木）１８時３０分～１９時３０分 

    ４日（金） ９時３０分～１０時３０分 

 

                                          

【訂正】 

憲法しんぶん速報版 452 号（2014 年 6 月 20 日付）1 ページ「秘密会常設

の国会法改定案成立 20 日参院本会議…」本記 4 行目、「記名投票の結果は、自

民、公明、維新、みんななどの賛成 146…」から「維新」を削除し、「記名投票

の結果は、自民、公明、みんななどの賛成 146…」に訂正します。 

  

 

 


